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（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

1 明石こどもセン

ター（児童相談

所）の開設 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  2018年４月に中核市に移行し、「こどもを核としたまちづ

くり」を推進する本市として、こどもの命と権利、未来を
守るセーフティネットの役割を果たすため、関西の中核市
で初となる児童相談所である明石こどもセンターを2019年
４月に開設する。 

 
【事業の内容】 
  身近な子育て相談等の市町村機能に加え、高度で専門的

な相談等に対応する児童相談所機能を併せ持ち、相談受付
から家庭復帰後の支援まで、一貫した体制により、迅速か
つ確実にこどもや家庭への支援を実施していく。 

 
〇児童虐待への対応 
・児童虐待通告への対応、児童の保護 
・児童虐待防止に向けた啓発 
・こどもすこやかネット（要対協）の調整及び運営 など 

 
〇こども・家庭への支援 

  ・養育支援が必要なこども・家庭への支援 
  ・措置児童の家庭復帰及び家庭復帰後の支援 
  ・子育て相談ダイヤル、ショートステイ事業の実施 など 

 
〇社会的養育の推進 

  ・里親登録、研修及び支援、委託の実施  
・あかし里親１００％プロジェクトの推進 など 

 
〇障害・療育相談への対応 

  ・療育手帳の判定及び更新、発行 
  ・こどもの育成及び障害、発達等への相談対応 など 
 

子育て支援室 

824,691 

 

 

 

 

国・県 365,332 
起 債 0 
その他 2,839 
一般 456,520 

2 （仮称）関西こど

も研修センター

（あかし研修所）

の整備 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
児童虐待防止の強化に向け、児童相談所職員などの専門

性の向上を図るため、国の「虐待・思春期問題情報研修セ
ンター事業」として研修を行う西日本の拠点施設を整備す
る。 

 
【事業の内容】 
 〇センターの概要 
  ・建 設 地：明石こどもセンター北側  
  ・施設構造：鉄骨２階建て 
  ・供用開始：2020年４月（予定） 
  ・事業内容：国の研修事業の一環として、児童相談所、

児童福祉施設などの職員を対象にした高度
で専門的な研修を実施 

  
〇実施主体 

  ・一般財団法人あかしこども財団 
 
（参考） 
 ・東日本の拠点：子どもの虹情報研修センター（横浜市） 
 

子育て支援室 

670,000 

 

 
 

国・県 670,000 
起 債 0 
その他 0 
一般 0 
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（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

3 保育所の給食費

（副食費）の無料

化 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  子育て家庭の経済的な負担を軽減し、子育てしやすい環

境を一層整えるため、2019年10月から国が実施する幼児教
育・保育の無償化施策では対象とならない保育所などの給
食費（副食費）について、明石市独自の補助を行い、無料
化する。 

 
【事業の内容】 
 〇対象者 

・認定こども園および保育所（園）在園の３～５歳児 
  

〇対象額 
・副食費基準単価相当額（月額約4,500円） 

 

こども育成室 

110,000 

 

 
 

国・県  0 
起 債 0 
その他 0 
一般 110,000 

4 待機児童の解消 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
2020年４月の待機児童解消を図るため、1,200人規模の受

け入れ枠の拡充とそれに伴い必要な保育士の確保策を実施
し、保育の量と質を確保する。 

 
【事業の内容】 

〇受け入れ枠の拡充 合計1,200人 
・保育所、認定こども園の新設等 860人 
・小規模保育施設の設置等 155人 
・既存保育所の定員増、企業主導型保育事業の推進等 185人  
※将来の潜在的な保育ニーズにも対応可能な未就学児童
数の50％を超える児童が利用できる環境を整備（合計
9,400人分） 

 
〇保育士の処遇改善（継続） 
・私立保育所等の保育士の定着を促進するため、採用後
７年間で最大150万円の定着支援金を支給 

・保育士の処遇改善を実施する私立保育所等に対し、月
額給与増額分の１／２、１万円を限度に助成 

・採用から５年までの保育士のために私立保育所等が宿
舎を借り上げる場合、月額８万２千円を限度にその費
用の一部を助成 

 
〇保育士の就労支援（継続） 
・保育士総合サポートセンターによる求職者と保育所等
のマッチングの実施、インターネットを活用したタイ
ムリーな求人情報の発信、求職者獲得機能の強化 

・保育士就職フェアや保育所見学バスツアーの開催 
・保育士養成学校への積極的なＰＲの実施 

 
〇保育所職場環境向上に向けた取り組み（継続） 
・保育士の定着のため職場環境向上に取り組む法人に対
する支援を実施 

 
〇保育の質の向上に向けた取り組み（継続） 
・新卒保育士向け等階層別研修の実施 
・キャリアアップ研修の実施 

 

待機児童緊急

対策室 

3,427,779 

 

 
 

国・県 2,260,834 
起 債 794,300 
その他 60,321 
一般 312,324 
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（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

5 認可外保育施設

の質の確保 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  保育の質の確保を図るため、認可外保育施設について、

2019年10月から国が実施する幼児教育・保育の無償化施策
の対象となる基準を条例で定めるとともに、国の指導監督
基準を満たすために必要な指導や支援を行う「あかしの保
育所100％あんしんプロジェクト」を実施する。 

 
【事業の内容】 
 〇「（仮称）幼児教育・保育無償化の実施に関する認可外保 

育施設等の運営に関する基準に係る条例」の制定に向け
た取り組み 

  ・無償化の対象となる認可外保育施設の基準を定める。 
 

〇指導監督基準すべてに適合、もしくは、一部（ソフト  
面の基準）に適合する施設への移行や維持に対する支援 

 ・備品整備など施設の充実に対する助成 
  ・児童・職員の健康診断費への助成 
  ・保育に関する年間計画などの作成 
  ・職員等処遇改善費への助成 など 
 

〇安全、保育実務などの研修の実施 
 

こども育成室 

17,500 

 

 
 

国・県  0 
起 債 0 
その他 0 
一般 17,500 

6 幼稚園等預かり

保育の第２子以

降無料化 

 

 

 (拡充) 

【趣旨・目的】 
待機児童対策の一環として、幼稚園の利用を促進するた

め、保育所等の利用者との負担額の差を解消することとし、
保育所等の入所要件を満たす世帯が利用する幼稚園等の預
かり保育料について、第２子以降無料化する。 

 
【事業の内容】 
・対象児童：保育所等の入所要件を満たすこども（約250名） 
・対象施設：公立・私立の幼稚園及び認定こども園 
・実施時期：2019年４月～９月 
 
※2019年10月からは、国が実施する幼児教育・保育の無償
化施策の対象として、幼稚園等の預かり保育料（保育の
必要性が認定されたこどもが利用する場合）が無償とな
ることから、上限額等の実施方法を先取りして実施する。 

 

こども育成室 

13,800 

 

 
 

国・県  0 
起 債 0 
その他 0 
一般 13,800 
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（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

7 妊娠期からの切

れ 目 な い こ ど

も・子育て支援の

強化 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  安心して出産・育児ができる環境の充実を図るため、妊

婦健康診査にかかる費用への助成を拡充するとともに、専
門職による訪問指導や医療機関との連携による産後ケアな
どの支援を行う。 

 
【事業の内容】 
 〇妊婦健康診査にかかる費用への助成の拡充 
   市内産婦人科医療機関で実施する妊婦健康診査を無料   
  化する。 

・助 成 額：現状82,000円→120,000円に増額 
・対 象 者：市内在住の妊婦 
・助成方法：受診券を交付 

  
〇新生児訪問 

   保健師・助産師の専門職が、すべての新生児・乳児家
庭を訪問する。 

  ※民生児童委員によるこんにちは赤ちゃん訪問から移行 
 

〇産後ケアモデル事業の実施 
   医療機関や助産所と連携し、産後直後の母体の回復や

育児不安の軽減、授乳指導などの支援を行う。 
 

こども健康課 

347,860 

 

 
 

国・県  26,944 
起 債 0 
その他 0 
一般 320,916 

8 小中学校特別教

室と幼稚園への

エアコンの設置 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  こどもの体力・健康維持や学習環境の向上、地域の拠点

としての学校施設の活用に向けて、小中学校の特別教室や
幼稚園の保育室などにエアコンを設置する。 

 
【事業の内容】 

〇小学校（全28校） 
2019年度からの２か年で全校の特別教室等に設置 

  ・2019年度設置予定校（16校） 
   朝霧、人丸、中崎、鳥羽、沢池、藤江、花園、大久保、

大久保南、山手、江井島、魚住、清水、錦浦、二見北、
二見西 

  ・2020年度設置予定校（12校）の実施設計 
   明石、松が丘、大観、王子、林、和坂、貴崎、高丘東、

高丘西、谷八木、錦が丘、二見 
 

〇中学校（全13校） 
  ・2020年度に予定する特別教室等への設置にかかる実施

設計 
 

〇幼稚園（全27園） 
  ・４、５歳児の保育室等への設置 
 

学校管理課・

こども育成室 

581,600 

 

 

(次年度繰越分含む) 

国・県 60,800 
起 債 520,800 
その他 0 
一般 0 
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（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

9 子育て支援セン

ターおおくぼの

充実 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  子育て支援センターおおくぼの機能充実を図るため、イ
オンショッピングセンター内から明石こどもセンター内へ
移転するとともに、こども図書室を新設する。 

 
【事業の内容】 

子育て支援センターおおくぼ 
・開 所 日：火～日曜日（月曜日、年末年始は休所） 

 ・開所時間：9:00～16:00 
（プレイルーム） 

   ・利用対象者：3歳以下のこどもとその保護者 
   ・定   員：30名程度 
   ・授乳室・多目的トイレ設置 
   ・子育て相談や様々なイベントも実施 

   
（こども図書室） 

    ・利用対象者：小学生までのこどもとその保護者 
    ・定   員：30名程度 

・蔵 書 数：約4,000冊 
    ・多目的トイレ設置 
 

子育て支援課 

15,682 

 

 
 

国・県  4,734 
起 債 0 
その他 0 
一般 10,948 

10 あかし里親100％

プロジェクトの

推進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  すべてのこどもが、家庭のぬくもりを感じながら一人ひ

とりに望ましい環境で生活できるよう、里親の質の向上に
必要な研修や里親子への支援を行うとともに、里親の裾野
を広げる取り組みを行い、こどもと家庭を地域みんなで支
えるまちづくりを推進する。 

 
【事業の内容】 
 〇里親制度の周知・啓発 
  ・里親カフェ（地域里親等交流）事業の実施 
  ・出前講座、フォーラムの実施 など 

 
〇相談・支援体制の充実 

  ・あかし里親センターの設置 など  
 

〇関係機関との連携 
  ・あかし里親推進連絡会議の開催 など 
 
 〇「こどもお泊り家庭」モデル事業の実施 
  ・保護者による養育が一時的に困難になった際、こども

を数日間地域の家庭で預かる取り組み 
 

子育て支援室 

14,252 

 

 

 
 

国・県 5,958 
起 債 0 
その他  0 
一般 8,294 
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（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

11 放課後児童クラ

ブの充実 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  幼児教育・保育の無償化や大規模保育所の整備等に伴う

放課後児童クラブへの将来的なニーズの増加を見据え、入
所希望者全員を受け入れる体制を整えるため、指導員及び
施設を確保するとともに、こどもの成長にとってふさわし
い環境づくりに向けた取り組みを実施する。 

 
【事業の内容】 
 〇指導体制の充実 

・優秀な指導員を安定して確保するため、指導員の処遇
の改善 

・スーパーバイザーの新規配置や、主任指導員の更なる
配置などによる指導体制の強化 

・研修制度の見直しによる指導員の資質の向上 
 
〇育成内容の充実 
・保護者からのニーズを踏まえ、夏休み期間のみ入所の
実施クラブを拡充し、10児童クラブで実施 

 
〇施設整備 
・将来的な利用者推計に基づき、学校の余裕教室や放課
後の特別教室などを最大限に活用した施設整備を計画
的に実施 

 

こども育成室 

687,360 

 

 
 

国・県 237,912 
起 債 0 
その他 283,000 
一般 166,448 
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（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

12 誰にもやさしい

学校づくりの推

進 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
 ハード・ソフト両面から、誰にもやさしい学校づくりを 
推進するため、施設のバリアフリー化や、誰にも分かりや 
すい授業づくり、障害理解の促進などを図る。 

 
【事業の内容】 
 ＜ハード面＞ 
 〇トイレの洋式化・バリアフリー化 
  ・小学校（３校） 
    工 事：藤江小学校、大久保小学校 
    実施設計：山手小学校 

・中学校（２校） 
    工  事：魚住東中学校 
    実施設計：大久保中学校 

・幼稚園（１園） 
    工  事：二見北幼稚園 
 
 〇エレベーターの設置 

・小学校（２校） 
    工  事：高丘西小学校 
    実施設計：大久保小学校 

・中学校（２校） 
    工  事：朝霧中学校 
    実施設計：江井島中学校 
 
 ＜ソフト面＞ 

〇児童生徒の障害理解の促進 
・手話体験教室、バリアフリー教室、パラリンピック種 
目「ボッチャ」の体験 など 

 
 〇教職員の研修の充実 
  ・授業のユニバーサルデザイン化や障害者スポーツに関

する研修、ユニバーサルマナー検定 など 
 

学校管理課・

学校教育課・

あかし教育研

修センター 

 

421,446 

 

 

 

 

国・県 50,800 
起 債 368,900 
その他 0 
一般 1,746 

13 より良い部活動

の推進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
スポーツ庁の「運動部活動の在り方に関する総合的なガ

イドライン」、兵庫県教育委員会の「いきいき運動部活動（４
訂版）」を踏まえ、部活動を持続可能なものとするため、よ
り適切な部活動のあり方の検討を進める。 

 
【事業の内容】 

〇部活動指導員の配置 
・顧問が未経験の種目を担当している中学校運動部活動
に専門的な指導ができる外部指導員をモデル的に配置
する。 

 
〇「中学校における運動部活動の指導の手引き」の改訂 

  ・「ノー部活デー」の設定日を増やす、活動時間の上限を
設定するなど、活動日、活動時間の更なる見直しを図
る。 

 
〇中学校運動部活動と地域スポーツクラブとの連携 

・こどもを学校だけでなく地域全体でサポートするため、
学校運動部活動と地域スポーツクラブが協働・融合し
たモデルクラブの導入を検討する。 
 

学校教育課 

6,739 

 

 

国・県 1,997 
起 債 0 
その他 0 
一般 4,742 
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（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

14 コミュニティ・ス

クールの推進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
「地域ぐるみでこどもの健やかな育ちを支える活動の推

進」という「第２期 あかし教育プラン」にある基本方針の
もと、学校・家庭・地域社会が連携して、こどもたちの学
びと育ちの充実を図るため、モデル校の取り組みを参考に、
コミュニティ・スクール（ＣＳ）を更に推進する。 

 
【事業の内容】 

〇全小学校への学校運営協議会の設置 
・学校評議員制度に代わり学校運営協議会を設置し、校
長が作成する「学校運営の基本方針」の承認や各校で
の取り組みなどの協議を行い、コミュニティ・スクー
ルの推進を図る。 
 

学校教育課・ 

青少年教育課 

3,200 

 

 
国・県 100 
起 債 0 
その他 0 
一般 3,100 

15 スクールソーシ

ャルワーカーの

充実 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
複雑・多様化した学校が抱える課題に対応するため、教

育分野の知識に加えて、社会福祉等の専門的な知識を有す
るスクールソーシャルワーカーを配置し、学校と外部福祉
関係機関との連携、学校内におけるチーム体制の構築や保
護者の支援等、児童生徒が置かれた環境に働きかけ、状況
を改善する。 

 
【事業の内容】 

〇全中学校区へのスクールソーシャルワーカーの配置 
スクールソーシャルワーカーを全13中学校区に週１回

配置する。 
・中学校区内各学校において、校長等の命を受けて、課
題のある児童生徒への指導、支援、情報収集及び置か
れた環境への働きかけ 

・児童相談所、福祉事務所等の関係機関とのネットワー
クの構築、連携、調整 

・学校内におけるチーム体制の構築、支援 など 
 

児童生徒支援課 

12,680 

 

 
 

国・県 4,226 
起 債 0 
その他 0 
一般 8,454 
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（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

16 「本のまち明石」

の推進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  こどもたちが本に親しむ環境整備を促進し、「こころの豊
かさ」を育むとともに、「やさしいまち」「教養・文化の薫
り高いまち」としての魅力を一層高めるため、いつでも、
どこでも、誰でも、手を伸ばせば本に届く「本のまちづく
り」を進める。 

 
【事業の内容】 

〇ブックスタート・ブックセカンドの継続実施 
・家庭で本に親しむ機会を提供し、親子等のコミュニケー

ションを深めるため、４か月及び３歳児健診時に合わ
せて、すべての幼児を対象に、読み聞かせや絵本を手
渡す取り組み等を実施する。 

 
〇あかし保育絵本士の養成 
・読書推進活動はもとより、就学前教育の一層の充実を
図るため、幼稚園教諭や保育士を対象に、こどもと絵
本の関わり方についての研修を行い、明石市オリジナ
ルの資格「あかし保育絵本士」を養成するとともに、
更なる能力向上に向けた取り組みを拡充する。 

 
〇移動図書館車の活用 
・大型車と小型車の移動図書館車（２台）で、医療機関
や高齢者施設等を含む市内全域を巡回し、市内のすみ
ずみまで本を届ける。 

 
〇学校司書配置の拡充 
・８名から14名に拡充し、すべての小・中学校に学校司
書を配置し、学校図書の更なる活用を進める。 

 
〇全中学校でのビブリオバトルの実施 
・読書推進活動の一環として、生徒の読解力、表現力、
他者に対する理解力等の向上を図るため、すべての中
学校でビブリオバトルを実施する。 

 
 〇明石ゆかりの作家による講演会等の開催 
   

青少年教育課

・政策室 

441,616 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 996 
一般 440,620 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


